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まつざきタイムズ 

発行 まつざき誠 後援会  

中津川市苗木 2110 

   TEL 0573-66-6926  

    FAX 0573-65-6924 

  （デンソーテン労働組合内） 

 災害ボランティア   
 リーダー講座 (2/8)   根の上高原どんど焼き(1/26)  

美しい音色です 
������
�	
�� 小坂恵那市長
による点火 
���� 

２⽇目は中⼼市街地の再⽣など、先進的なまちづくり
の取り組みを⾏っている和歌⼭県和歌⼭市を訪問。市街
地の拡⼤による街なかの空洞化や⼈⼝減少が進む中で、
統廃合した学校や公共施設を活⽤した⼤学の誘致（5
⼤学・2,000 名の学⽣）や、市⺠が積極的に参加した賑
わいの創出、住⺠をメインターゲットにした駅前再開発な
ど、これまでの取り組みや成果を確認。後半は庁舎周辺を
案内していただき、事例を⾒ることで理解を深めることができ
ました。県都として⼈⼝規模や地形に恵まれているとはい
え、順調に計画が進んでいる理由を職員に伺ったところ、市
⻑公約を実現するために必要な組織づくりと、住⺠や⺠間
事業者も巻き込んだ取り組みを、市⻑や執⾏部が率先し
て⾏った結果ではないか、との事でした。とにかく職員が⾃信
を持って説明する様⼦に感⼼しました。 

 
 
１⽉３０〜３１⽇に所属会派“市⺠クラブ”の視察研

修を、他の会派と合同で実施しました。 
１⽇目は教育相談や不登校の取り組みについて、⼤阪

府岸和⽥市を訪問。全国平均を上回る不登校を抱える
中で、 “教育相談室“では校⻑経験者が相談員となり、
児童や保護者の対応にあたり、学校や家庭での悩みなどに
経験を⽣かした指導がされていました。“⼦どもサポートルー
ム「エスパル」“は、登校できない児童⽣徒の受け皿となり、
⼩集団活動や個別の学習指導などを通じて、社会的⾃⽴
や学校への復帰を目指す取り組みが⾏われており、近年で
はタブレットＰＣを使ったオンラインによる⽀援にも取り組ん
でいました。当⽇は教育委員会に出向されている教員の⽅
が説明してくださり、学校や家庭など様々な要因に対応す
るには、担任を補助する⼈員が必要 
であることや、更なる⽀援拠点と 
⼈員の拡充を求められるなど、 
⾃⾝の経験を交えた早期 
復帰に向けた考えをお聞き 
することができました。 

 
＜まつざきの考え＞ 中津川市で
もコロナ過以降に不登校者数が増
加し、昨年度はピークで 200 名近
くに達しています。教育委員会と校
⻑会が連携し、R６年度は不登校
対策専門助⼿の増員や各校の取
組みを蓄積する活動が進められて
おり、岸和⽥市より⼿厚い対応が
されていました。今後の推移を注視
して参ります。 

会派視察研修 

＜まつざきの考え＞ 中津川市はリニア駅周辺整備を
はじめ、中⼼市街地の活性化、にぎわいプラザ跡地活
⽤など多くの“まちづくり”を抱えている中で、限られた
予算や⼈材をどの様に使うのかを明確にして、計画通り
に進めることが必要と考えます。 
 

 統廃合された校舎  
 に誘致された大学   社会実験中の夜市の屋台  

 遊休施設をカフェに  
 リノベーション    

 リノベーションされた  
 アーケードの店舗    

 苗木文化交流まつり (2/16)  

自分の身を守る準備を❕ 
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２⽉8⽇に開催され今回初めて聴講しました。１３の⼤

学や⾼校が地場産業や観光・定住など、地域の課題を様々
な観点から調査分析した成果を報告されました。⻑年継続し
て活動し地域に溶け込んでいる⼤学や、定住を学⽣目線で
考える⼤学・⾼校、観光地や市内で住⺠や来訪者にインタビ
ューした結果など、興味深い報告を聞くことができました。 
来年以降の活動に期待すると共に、報告がどのように反映さ
れるのかを確認していくきっかけになりました。 

    
 

２(⽇) デンソーテン チャリティー講演会 
６(⽊) 全トヨタ議員団定例会（刈⾕市） 
７(⾦) デンソーテン労組 中央委員会 
８(⼟) 災害ボランティアリーダー研修 

域学連携成果発表会 
１０(⽉) 全員協議会 

議員連絡協議会 
１１(⽕) ユタカクラブ研修会（碧南市） 
１２(水) 落合地区学校統合準備会 
２１(⾦) 落合地区 区⻑会 

苗⽊地区 区⻑会 
２５(⽕) 本会議（初⽇）〜３/２７(⽊) 
       濃⾶横断⾃動⾞道問題対策 

協議会 
２８(⾦) 中津８区 役員会 

 

 
 
2⽉6⽇に全トヨタ労連の愛知県議・刈⾕市議・知⽴市議

の仲間で、愛知県刈⾕市の次世代型農場“でんでん村”を
視察しました。この施設ではミニトマトが水耕栽培されています
が、カーエアコンの技術を応⽤した温湿度調整や水やりの⾃
動化、蔓

つる
も束ねられ腰の⾼さにあるなど、作業者の負担を減

らす⼯夫がされていました。通年収穫も可能で近隣の⾼齢者
なども働いているそうです。しかしながら利益を得るためには既
存農業との差別化が必要で、粒の⼤きさや糖度の調整、夏
場の育苗、顧客の開拓など⼈の知恵と⼯夫が必要で試⾏錯
誤の連続との事。中津川市で点在する耕作放棄地などで事
業化できないか、調査研究を進めたいと考えます。 

2 月の主な行事 
  
 

補正の規模 ７億５,００７万円 
◆エネルギー・⾷料品等価格⾼騰対策  
・⼦育て世帯物価⾼騰⽀援給付⾦の⽀給(市独⾃)・２億２,４６０万円 
（⼦育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、児童⼀⼈あたり 20,000 円

を⽀給。対象は 1 ⽉３１⽇に住⺠登録がある⾼校⽣年代までの児童等を
養育する保護者） 

・住⺠税非課税世帯に低所得者⽀援給付⾦の⽀給・・・２億２７６万円 
（特に家計への影響が⼤きい住⺠税非課税世帯に対して、１世帯あたり

30,000 円を⽀給。また、当該世帯に１８歳以下の児童がいる場合、１
⼈あたり 20,000 円を加算⽀給） 

・定額減税補⾜給付⾦(不⾜額給付分)の⽀給・・・・２億６,８５０万円 
（令和６年に実施した調整給付額に不⾜のある⽅等に対し給付⾦を⽀給） 
◆緊急対応が必要な事業 
・凍結防⽌剤散布に係る経費を増額・・・・・・・・・・・・・・・ ５,４２０万円 

自動車総連

組織内議員 

次世代型農場の視察 

デンソーアグリテックソリューションズの技術紹介はこちら⇒ 

蔓の束ここにがあります 

ここで説明を受けています 

中津川市の域学連携事業はこちら⇒ 
 

小栗市長の講評 発表の様子 

室温 38℃ 


